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②
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、
定
期

的
に
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
の
状
態
を
把

握
す
る
こ
と
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
一
次
予
防
の
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
は
「
常
時
使

用
す
る
労
働
者
が
50
人
以
上
」
の
事
業

所
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
２

０
２
５
年
の
法
改
正
に
よ
り
労
働
者
が

50
人
未
満
の
事
業
所
に
つ
い
て
も
今
後
、

適
用
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
、
組
織

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
、
集
団
分
析
と
そ
の
結
果
を
活
用
し

た
職
場
環
境
改
善
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
主

目
的
で
あ
る
一
次
予
防
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
手

段
で
あ
り
、
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
職
場

環
境
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
ス
テ

ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

　
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
に
は
、
集
団

分
析
結
果
と
そ
の
他
の
情
報
を
統
合
し

て
職
場
の
状
況
を
分
析
し
、
職
場
環
境

の
改
善
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
ま
し

ょ
う
。

　
職
場
環
境
改
善
に
お
い
て
は
、
問
題

の
指
摘
で
は
な
く
、
「
ど
う
す
る
と
よ

り
良
く
な
る
か
」
を
検
討
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
職
場
環
境
改
善
に
継
続
的

に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
事
業
場
の
管

理
監
督
者
が
そ
の
必
要
性
を
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
一
般
労
働

者
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
無
理
な

く
取
り
組
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
・
方
法
を

検
討
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　
自
部
署
・
自
社
の
集
団
分
析
結
果
が
、

自
社
平
均
値
や
全
国
平
均
値
等
と
比
較

し
て
良
い
結
果
で
あ
っ
た
場
合
も
、
そ

の
理
由
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
良
い
職
場
環
境
の
構
築
や
、
他
部
署

に
展
開
で
き
る
工
夫
例
等
の
把
握
や
蓄

積
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

【
職
場
環
境
改
善
と
成
果
の
例
】

ストレスチェック制度の実施手順

ストレスチェックを実施する際の課題と工夫例

導入前の準備（実施方法など社内ルールの策定）

質問票の配布・記入（※システムを用いて実施することも可能）

ストレス状況の評価・医師の面接指導の要否の判定

本人に結果を通知 個人の結果を一定規模のまと
まりの集団ごとに集計・分析

職場環境の改善

メンタルヘルス不調を未然に防止

本人から面接指導の申出

医師による面接指導の実施

就業中の措置の要否・内容に
ついて医師から意見聴取

就業中の措置の実施

出典　厚生労働省：ストレスチェック制度の効果的な実施と活用に向けて

出典 厚生労働省：ストレスチェック制度の効果的な実施と活用に向けて

社内のみでは実施体制の
構築が難しい。　　　　
　　　　　

　外部委託にあたっては、複数社の見積を取り
寄せ、自社の状況に最も適したサービスを提供
する事業者を選定した。

　高ストレス者に対する相談窓口を一覧化した
チラシを全労働者向け及び、高ストレス者向け
の２種類作成して、個人結果の返却時に同封し
た。会議室から Web により面接指導を行う等
の施策を講じて、周りの社員に悟られずに面接
指導が受けられるよう配慮している。

　回答終了と同時に結果が判明するオンライン
受検後に、高ストレス選定を受けた者には産業
医によるセルフケアに関する動画が視聴できる
ようにした。

高ストレス者からの、面接
指導の申出が少ない。　
　　　

面接指導の勧奨を行って
も、労働者からの申出が
増えず、高ストレス者に対
するアプローチが難しい。
　

課題 工夫例

・全国平均と比
較して、上司・
同僚の支援が
低い部署が存
在した。

B 社
【製造・卸売業：
労働者数 50
～ 299 人（2
事業場）】

・上司からの
支援や、総
合健康リス
クが改善し
た。

集団分析結果 成果

・上司・部下・同
僚間でコミュニ
ケーションが不
足しており、連
携が上手くとれ
ていなかった。

職場の状況分析

・上司・部下・同僚間の相互支援
をしやすいチーム作りを目標に設
定した。

・１つの仕事を複数人で行う多能
工化を推進し、同じ仕事を行う者
同士で積極的にコミュニケーショ
ンが生まれるようにした。

職場環境改善の内容

　従業員の健康を守ることは事業所の成長に必要不可欠です。今回掲載しきれなかった取組事例や制度内容、
様々な支援先などを下記のリンクでご紹介していますので、ぜひご活用ください！

【関連資料・支援先リンク】

健康経営優良法人
2025-中小規模法
人部門 取組事例集
　

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイ
ト「こころの耳」　
　　　

厚生労働省「ストレ
スチェック制度の
効果的な実施と活
用に向けて」

過労死等防止調査
研究センター「職場
改善のアイデア」
　　

産業保健総合支援
センター（さんぽセ
ンター）のご案内
　　


